

























































































話し言葉 書き言葉 関連書籍番号 話し言葉 書き言葉 関連書籍番号
でも しかし ①③⑤⑥⑦⑧ それから また，さらに ③⑤
だから したがって ①③⑤⑥⑧ だって なぜなら ③⑤
なので したがって ①②⑥⑨⑪ じゃあ では，それでは ③⑤⑩





～から ～ため ①③⑩ 付け加えると なお ⑤
～ので ～ため ① 他では 一方，他方 ⑤
～して ～し ①③ はじめは まず ⑤














～したら すれば，すると ①③⑩ ～し ～で，～く ⑩
～ていて ～ており ①
副詞表現
話し言葉 書き言葉 関連書籍番号 話し言葉 書き言葉 関連書籍番号
もっと より，更に ①③ ちっとも 少しも ③
多分，たぶん おそらく ①③⑥ 絶対 必ず ③
とても 大変，非常に ①⑧ 超 極めて ⑩
とっても 大変，非常に ⑥ どっち いずれ，どちら ⑥⑩
すごく 大変，非常に ①②⑧⑩ あんまり あまり ⑥









ちょっと 少し ①⑥⑦⑧ わりと 比較的 ②
ほとんど ほぼ ① いまいち いまひとつ ②







しっかり 十分に ① もっと さらに ⑧
きちんと 慎重に，正確に ① なんで なぜ ⑧⑩
まだまだ いまだ，まだ ① 結構 かなり，比較的 ⑪
一番 最も ①③ いつも 常に
形容詞的表現
話し言葉 書き言葉 関連書籍番号 話し言葉 書き言葉 関連書籍番号
いろいろな 様々な ① いい よい ①




どんな どのような ①⑧ みたい，みたく よう ⑩⑪
たくさんの 多くの ① すごい すばらしい ⑥⑩















でしょう（か） だろう（か） ① てる ている ⑤
じゃない（か）ではない（か）①⑥⑧⑩ かもしれない 可能性がある ⑤
と言っている と述べている ①③⑧ ～ちゃった ～てしまった ⑩
と書いている と述べている ① わかんない わからない ⑩
その他
話し言葉 書き言葉 関連書籍番号 話し言葉 書き言葉 関連書籍番号
～と～ および ③ なんてのは などというのは ⑥
とか など ②⑥⑦⑩⑪ いっぱい 多い ⑥⑩































私（達） 筆者（ら） ③⑧ やって，やる 行う
　13 冊の関連書籍の中では，接続表現の「～けど」が 7 冊で取り上げられてい














































期中間および最終レポートは，法学部 2 クラス，理工学部 1 クラス分で，同じ学





























前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
でも※ 1 0 0 それから 0 1 0
だから※ 0 0 1 だって 0 0 0
なので※ 2 2 1 じゃあ 0 0 0
なんで 0 0 0 それで 0 0 0
あと※ 0 0 0 言いかえると 1 0 0
～から※ 11 1 1 付け加えると 0 0 0
～ので※ 12 9 6 他では 0 0 0
～して※ 5 12 12 はじめは 0 0 0
～しないで※ 0 0 0 そして 33 50 29
～のに※ 2 5 1 ずっと 0 0 0
～けど※ 0 0 0 だけど 0 0 0
～したら※ 0 7 2 ～し 1 2 0
～ていて※ 1 6 3
副詞表現
前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
もっと※ 7 3 8 ちっとも 0 0 0
多分，たぶん※ 0 0 0 絶対 1 1 0
とても※ 8 4 6 超 0 0 0
とっても 0 0 0 どっち 0 0 0
すごく※ 0 0 0 あんまり 0 0 0
どんどん※ 1 0 0 ちゃんと 0 0 0
だんだん※ 1 0 1 正直 0 0 0
ちょっと※ 0 0 0 わりと 0 0 0
ほとんど※ 3 7 15 いまいち 0 0 0
全然※ 0 0 0 やっぱり 0 0 0
はっきり※ 0 2 2 だいたい 0 0 0
しっかり※ 5 8 5 もっと 8 5 5
きちんと※ 1 0 0 なんで 0 0 0
まだまだ※ 2 3 5 結構 0 1 0
形容詞的表現
前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
いろいろな※ 0 1 0 いい※ 9 19 13
大切な※ 3 16 0 こんな 0 0 0
どんな※ 1 1 1 みたい，みたく 0 0 0
たくさんの※ 4 7 4 すごい 0 0 0
面白い※ 0 0 0 大丈夫 0 0 0
すばらしい※ 0 0 0
文末表現
前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
です，ます※ 19 23 4 思う※ 6 16 3
でしょう（か）※ 0 3 0 てる 2 0 0
じゃない（か）※ 0 1 0 かもしれない 2 4 0
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～と言っている※ 2 0 0 ～ちゃった 0 0 0
～と書いている※ 0 0 1 わかんない 0 0 0
その他
前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
とか 0 0 0 いっぱい 1 0 0
ばっかり 0 0 0 こっち 0 0 0




なんか 0 0 0 いろんな 0 0 0
やってみて
やってみる
0 0 0 あたりまえ 0 3 1
みんな 0 1 0 私的 0 0 0
～してて，～してる 2 0 0 くらい 0 4 0
私（達） 6 23 13 やって，やる 2 0 1














　「から」「ので」は，前期中間レポートではそれぞれ 11 件と 12 件見られたが，

































中 11 件，最終では 23 件中 11 件がそれぞれ 1 名の学生レポートに出現していた。
その他の出現傾向の多くは，（17）のように引用文中に見られるものであった。
また「思う」も，前期最終の 16 件中 11 件は 1 名の学生レポートに出現していた。
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資料
訂正コード一覧表
コード 意味 詳細
体裁 体裁上の不備 レポートの体裁が整っていません。例：表紙がついていない，必要な情報が書かれていない
構成
三部構成になって
いない 序論・本論・結論の三部構成にしましょう。
必要な要素の不足
レポートの構成に必要な要素が抜けています。
例：問題提起がない
※詳しくは「レポートの構成」を参照してください。
一貫性の欠如 序論・本論・結論に一貫性をもたせましょう。
段落
（D）
D1 段落が長い 一段落が長いです。長すぎると読みにくくなるので，要約しましょう。
D2 段落が短い 一段落が短いです。もう少しその話題について説明しましょう。
D3 話題が不明確
何について書かれてあるのか話題が不明確です。段落の
初めの一文に，その段落の話題や最も言いたいことを書
くと相手に伝わりやすくなります。
D4 一つの段落に二つ以上の話題がある
一つの段落に一つの話題を入れるようにしましょう。い
くつか話題がある場合は段落を分けましょう。
D5 話題と説明に整合性がない
その段落の話題とそれに対する説明が一致していませ
ん。適切な説明を書きましょう。
D6 段落の終わりにまとめの文がない
まとめの文がありません。あるいは，まとめの文と段落
の内容が一致していません。1 段落の最後に，その段落
の内容をまとめた一文を書きましょう。
内容
（N）
N1 説明を補う 話題を説明しきれていません。読み手に配慮して必要な説明・解説を十分にしましょう。
N2 簡潔に説明する
内容を簡略化することで相手に内容が伝えやすくなりま
す。名詞化などを利用して要約し，また無駄な文章を削っ
ていくようにしましょう。
N3 根拠不明示／不適切
根拠がない，あるいはふさわしくありません。自分の考
えや経験などの主観的なものは，根拠になりません。客
観的なデータや先行研究など妥当な根拠を探し出し，明
示して下さい。
N4 論理の飛躍 前までの文章では，この内容・結論につなげることはできません。途中経過を書く必要があります。
文章
（B）
B1 一文が長い
書き出しと終わりで伝えたい内容が変わりやすくなり，
ねじれが起こりやすくなります。一文一意の原則，複文，
重文を念頭に置き，文章をわけましょう。
B2 不自然な文／読みにくい文
文法に問題があり，不自然な文章になっています。もし
くは，文法的には問題はありませんが，読みにくい文章
になっています。主語と述語や助詞を確認しましょう。
あるいは，語順や重複している言葉がないか確認しま
しょう。
B3 体言止め 名詞・名詞句で文章を終える体言止めはレポートでは用いません。
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表現
（H）
H1 レポートの表現として不適切
レポートの表現としてふさわしくありません。学術的な
表現に直しましょう。※詳しくは「学術的な文章に適し
た表現」を参照して下さい。
H2 言葉の使い方が不適切
日本語として言葉の使い方が不適切です。辞書を用いて
適切な言葉を用いましょう。
文字・ 
表記
（M）
M1 段落の初めを一字あける
段落の最初の文の書き出しは，必ず 1 字（全角）あけて
下さい。
M2 読点「，」なし 読点が少なく，とても読みにくいです。文章の意味をよく考えて，読点「，」を打ちましょう。
M3 誤字・脱字 誤字・脱字がないように，レポートを読み返す習慣をつけましょう。
M4 英数字は半角に 英数字は全角ではなく，半角にしましょう。
M5 表記を統一する
表記を統一させましょう。例）「第一の注目点は，第 2
の注目点は，」「～が挙げられている。～があげられてい
る。」
M6 略語を使わない
初出の単語は，必ず正式名称で書きましょう。その後は
略語で書きましょう。　例：日本経済団体連合会（以下，
経団連）は…。
引用
（I）
I1 引用形式誤記 本文中の引用の形式が守られていません。
I2 参考文献リスト不明記／誤記（末尾）
参考文献リストがありません。あるいは，リストの書き
方が間違っています。※詳しくは「参考文献リストの書
き方」を参照してください。
I3 誰の意見か不明確 自分の考えなのか，他者の考えなのかを明確に区別しましょう。

